
質問順序 氏 名 質問方式 質 問 日

１ 木　　　山　　　耕　　　治 一 括 ８月３０日

２ 滝　　　口　　　友　　　美 一 括 〃

３ 山　　　口　　　順　　　平 一 括 ９月２日

４ 水　　　本　　　定　　　弘 一 括 〃

５ 柾　　　木　　　太　　　郎 一 括 〃

６ 一 括 〃

７ 金　　　田　　　俊　　　信 一 括 ９月３日

８ 阿　　　部　　　英　　　光 一 括 〃

９ 岡　　　崎　　　　　　　進 一 括 〃

１０ 杉　　　本　　　啓　　　子 一問一答 〃

１１ 山　　　﨑　　　広　　　子 一 括 ９月４日

１２ 早　　　川　　　仁　　　美 一 括 〃

１３ 藤　　　本　　　恵　　　祐 一 括 〃

一 般 質 問 通 告 一 覧 表

清　　　野　　　匡　　　志



一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨

(1)
危険回避能力を向上させるための
取組について

・子どもを狙った犯罪や事故は、保護者
の目の届かないときにこそ発生するおそ
れがある。いざという時は子ども自身が
自ら身を守る行動を取る必要があると考
えるが、危機回避能力を向上させるため
の取組について現状と課題、今後の方針
について問う。

(2)
「こども110番の家」登録者との連
携等について

地域の子どもたちをさまざまな犯罪から
守るためには地域との連携は必要不可欠
と考えるが、「こども110番の家」登録者
など地域の協力者との連携等について現
状と課題、今後の方針について問う。

２

茅ヶ崎の農業
を次世代につ
なげていくた
めに

(1)
地域計画の進捗状況、課題等につ
いて

・令和７年３月末までに「地域農業の将
来の在り方」と新たに作成する10年後に
目指すべき農地利用の姿を表示した「目
標地図」により構成される「地域計画」
を策定することとしているが、進捗状
況、課題、本市の目指す将来ビジョン等
について問う。

(1) 本市における現在の取組について

・暮らしの基盤となる住まいの確保支援
は、社会保障政策の重要な柱の一つであ
る。高齢化が進む中、本市における高齢
者の住まい確保の状況を問う。

(2) 今後の取組について

・生活困窮者自立支援法等改正法及び改
正住宅セーフティネット法が成立し、単
身高齢者など住まいの確保が困難な方々
への支援が強化されるが、今後の本市の
取組を問う。

(1)
茅ヶ崎市津波ハザードマップと神
奈川県津波浸水予測及び想定図の
違いについて

・令和６年６月議会の陳情審査での答弁
を踏まえた市の公表状況について問う。
・今後の茅ヶ崎市津波ハザードマップの
更新計画等を問う。

(2)
津波を想定した避難訓練実施状況
及び今後の実施計画等について

・市主催の避難訓練実施の検討状況を問
う。
・自助、共助の支援・促進等について問
う。

(3)
警戒区域内に立地予定の学校や児
童クラブ等の避難促進施設の避難
確保計画・訓練について

・避難確保計画・訓練について想定され
る変更内容を問う。
・避難確保計画・訓練の作成スケジュー
ル等を問う。

３

山口　順平

９月２日

一括

１
津波防災につ
いて

・発がん性が指摘される有機フッ素化合
物（ＰＦＡＳ）が各地の浄水場や河川で
検出されている事態を受け、政府が水道
水の全国調査に乗り出した。市民が利用
する水全般の水質の現状、安全性、調査
状況等について問う。

２

滝口　友美

８月３０日

一括

１

高齢者の方々
が安心して地
域で暮らすた
めに

質問順番・氏名
(質問日・質問方式)

大項目 中項目

１

木山　耕治

８月３０日

一括

１
子どもたちの
安全・安心を
守るために

３
茅ヶ崎の豊か
で安全な水を
守るために

(1)
市民が利用する水の現状、安全性
等について
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一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)
大項目 中項目

(1)
茅ヶ崎市実施計画2025の中間振り
返りについて

・後期の実施計画策定前に前期の施策全
般を振り返り、後期に向けてどのように
つなげていくのかを問う。

(2)
茅ヶ崎市総合計画後期実施計画の
策定について

・茅ヶ崎市総合計画後期実施計画の策定
に向けて、スケジュール及び考え方につ
いて問う。

(1) 労働支援について
・労働（就労）支援の状況と自治体の役
割等について問う。

(2) 企業支援について
・中小企業への人材確保及び財政支援等
について問う。

(1)
消防分署及び出張所・消防団器具
置き場の強靱化と配置について

・最新データや令和６年能登半島地震の
教訓を生かした防災拠点の再整備につい
て問う。

(2)
消防のデジタル化と業務の効率化
について

・消防緊急通信指令システム更新と抱き
合わせたＬｉｖｅ119や視聴覚情報共有シ
ステムの導入による効率化とマイナン
バーありきではないデジタル化について
問う。

(3) 防災訓練の見直しについて
・自助・共助・公助の本来の趣旨と時代
の変化に合わせた効果的な防災訓練の推
進について問う。

(4)
津波ハザードマップの更新と防災
計画の見直しについて

・来年度に最新版に改定されるが、津波
や延焼とパターンの違う想定被害を踏ま
えた防災計画や行動指針の変更について
どのように考えるかを問う。

(1)
道の駅の運営と当初の設置目的の
堅持について

・当初、議会に示した設置目的を堅持す
るにあたり、オープン後の茅ヶ崎市のビ
ジョンについて問う。

(2)
商工会議所と観光協会の役割につ
いて

・道の駅の運営にとって商工会議所と観
光協会の役割は不可欠であり、商工会議
所との協働と観光協会の活性化について
問う。

３

オリンピック
後の文化ス
ポーツ事業の
推進について

(1)
文化スポーツ政策のオリンピック
効果について

・茅ヶ崎市出身の選手の活躍やスポーツ
アンバサダーの取組により、市民に夢や
希望を与えるだけでなく、人材育成の推
進、文化の成熟やコミュニティの形成に
おいても効果は絶大と感じているが、ど
のように評価しているか問う。

(1) 「住まう」について
・障がい者が安心して生活できる住まい
としてのグループホームの整備、市営住
宅の活用等について問う。

(2) 「生活する・利用する」について

・障がい者の安心した地域での生活のた
めの「ニーズに応じた福祉サービスの
質・量の充実、利用の柔軟化」等につい
て問う。

(3) 「働く」について
・障がい者の雇用と自立支援のための障
害者雇用率、公共職業安定所等との連携
について問う。

６

清野　匡志

９月２日

一括

１

第７期茅ヶ崎
市障がい者保
健福祉計画に
ついて

５

柾木　太郎

９月２日

一括

１

日々の安全・
安心と災害に
強い茅ヶ崎市
について

２

道の駅と観
光・経済政策
の今後につい
て

４

水本　定弘

９月２日

一括

１

茅ヶ崎市総合
計画後期実施
計画の策定に
向けて

２
市内での労働
と企業支援に
ついて
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一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)
大項目 中項目

(1) 現状と課題意識について

・本市が把握している実情を問う。
・これまでに実施してきた具体的な対策
とその効果を問う。
・全ての小・中学生の学びと成長を保障
することは、学校設置者である本市の責
務であると考えるが、見解を問う。

(2) 今後の対応について

・今後の取組について具体的に問う。
・令和７年度に全小・中学校に学校運営
協議会（コミュニティ・スクール）が設
置される。地域全体で児童・生徒の健全
な育成を図るという趣旨に照らして、ヤ
ングケアラーに対するサポートを課題と
し、積極的に活用すべきと考えるが、見
解を問う。
・高校生のヤングケアラーに対するサ
ポートについて、関係機関との連携協力
の必要性について、見解を問う。

(1)
目標の達成状況とその評価につい
て

・近年の緑地面積の推移とその評価を問
う。
・緑地の減少傾向が解消していない要因
について見解を問う。

(2)
目標達成に向けた今後の取組につ
いて

・市民と民間事業者の善意に頼るだけで
はなく、本市がより積極的に関与するこ
とが可能となるシステムについて、その
実現可能性を含め見解を問う。
・緑地となり得る土地を本市が取得する
に当たって、公園の計画的設置と施策上
連携を図ることについて見解を問う。
・所有地の貸与、売却、寄付について、
市民が気軽に相談できるように周知を含
めて取組を強化することが必要と考える
が、見解を問う。

１
フードドライ
ブの今後の取
組について

(1)
食品ロス削減とその食糧を必要と
する方への支援について

・フードドライブの活動状況及び今後の
課題などについて問う。
・生活困窮などで食糧の支援が必要な方
への支援事業について、現状及び課題な
どについて問う。
・食糧支援を行う民間団体との連携状況
について、現状と課題などについて問
う。

２

誰も取り残さ
ないための防
災支援につい
て

(1)
災害時要配慮者の避難行動を支援
しやすくするための施策について

・災害時要支援者の対象となる障がい者
に対する個別避難計画作成の現状と課題
などについて問う。
・障がい特性に合わせた避難ガイドブッ
クなど、災害時の備えとして必要な補助
情報の準備及び作成などについて問う。
・避難所などでコミュニケーションが難
しい方への補助ツール活用について問
う。

３

障がいのある
方が必要とす
る支援体制の
充実について

(1)
障害福祉サービス利用に当たって
の相談支援事業について

・基幹相談支援センターを設置した結
果、各相談支援事業所などの相談対応状
況がどのように改善されたのかなどを問
う。
・施設やグループホームを利用していな
い障がい者について相談体制の状況及び
課題について問う。
・障がい者支援計画におけるセルフプラ
ンでの相談支援についての現状と課題な
どについて問う。

８

阿部　英光

９月３日

一括

７

金田　俊信

９月３日

一括

１

ヤングケア
ラーへのサ
ポートについ
て

２
市街化区域の
緑地保全につ
いて
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一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)
大項目 中項目

(1)
耐震補強世帯を増やす方法につい
て

・耐震補強世帯を増やすための具体的な
施策について問う。

(2) 耐震補強の方法について
・安価な耐震補強を県や市のＨＰで提示
している自治体があるが、本市の周知方
法とその内容について問う。

(1)
今後の学童保育待機児童対策につ
いて

・保育園は増えているが、それに対して
学童保育は増えていない。小学校３年生
以上がなかなか入れなくなっている現
在、今後の学童保育の見通しについて問
う。
・貧困世帯の６割が夏休みの廃止や短縮
を望むという新聞報道もあったが、今年
の夏休みの子どもの居場所の状況と課題
及び市の見解を問う。

(2) 夏休みの子どもの栄養について
・子どもの貧困が言われている中、こど
も食堂の今年の夏休みの活動について問
う。

(1)
小・中学校の避難所以外の公共施
設について

・小・中学校以外の公共施設の災害時の
トイレ対応について問う。

(2) 市立病院について
・市立病院の災害時のトイレ対応につい
て問う。

(3)
マンホールトイレの設置やトイレ
カーの導入について

・マンホールトイレの設置について現状
と見解を問う。
・トイレカーの導入について現状と見解
を問う。

４
茅ヶ崎の商業
について

(1) 市内商業の活性化について
・商業の補助金等について現状と今後の
見解を問う。

１

茅ヶ崎ゴルフ
場西側区域の
土地利用規制
の変更等につ
いて

(1)
意見交換会での住民意見や市・県
の説明などについて

・用途地域変更など規制の緩和はやめて
ほしいという意見等について問う。
・収益の流れの不明確さ等について問
う。
・駐車場の規制等について問う。
・ラチエン通り沿いに作る歩行空間につ
いて問う。
・建築物の戸数制限がないこと等につい
て問う。
・景観の保全、みどりの保全、空間イ
メージへの視点が抜けていること等を問
う。

(1)
まちぢから協議会等13地区の人口
との関わりについて

・一地区の総人口が１万５千人から３万
人と、ひとつの自治体（町）に匹敵する
地区がほとんどで、部会も含めて住民へ
の負担が過剰なシステムであること等に
ついて問う。

(2) 審議会からの答申等について
・まちぢから協議会の認定区域、認定条
件、運営費、運営方法等について問う。

１０

杉本　啓子

９月３日

一問一答

２

まちぢから協
議会、まちぢ
から協議会連
絡会というシ
ステム等につ
いて

９

岡崎　進

９月３日

一括

１
耐震補強につ
いて

２
夏休みの子ど
もたちの過ご
し方について

３
災害時のトイ
レ問題につい
て
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一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)
大項目 中項目

(1) 子育て中の孤独・孤立化について

・子どもを産んで、孤独を感じる方が増
えている。子どもが保育園、幼稚園、小
学校、中学校と育つ中で子どもも保護者
もどこかにつながる場所が必要だが、市
の現状及び課題と対策について問う。

(2) 若者の孤独・孤立化について

・信頼できる人や安心できる場所が少な
く、社会的つながりが希薄な若者が、社
会で自立することの壁の高さに苦しんで
いる。市の現状及び課題と対策について
問う。

(3)
40歳～64歳の孤独・孤立化につい
て

・40～50代に差し掛かり、人生や生きる
意味を改めて考え孤独や不安を感じる
（ミッドライフクライシス（中年の危
機））方がいる。市の現状及び課題と対
策について問う。

(4) 高齢者の孤独・孤立化について

・高齢者の社会的孤立は、孤立死などの
問題を生み出すとされている。一人暮ら
しの高齢者が住み慣れた地域において、
社会から孤立することなく継続して安心
した生活を営むことができるような体制
整備について、市の現状及び課題と対策
について問う。

(1) いじめについて

・いじめの構造について伺う。
・いじめ問題の課題等について伺う。
・被害者への支援と加害者対応について
伺う。

(2) 包括的性教育について

・包括的性教育について本市の考え方を
伺う。
・生命の安全教育の実施状況と課題等に
ついて伺う。
・学校教育での包括的性教育の推進につ
いて伺う。
・教職員の研修の状況及び地域や専門家
との連携について伺う。

(1)
地域コミュニティの在り方につい
て

・現在のまちぢから協議会や自治会等地
域のコミュニティの課題等について伺
う。
・地方自治法改正後の指定地域共同活動
団体制度と本市の地域コミュニティ制度
との関係について伺う。
・今後の地域コミュニティ制度の方向性
について伺う。

(2) 市民参加について
・市民参加の実態等を伺う。
・今後の市民参加推進について伺う。

３
さらなるごみ
の減量のため
に

(1) プラスチックごみの削減について
・本市のプラスチック使用製品廃棄物の
分別収集・再商品化についての考え方
と、今後の取組について伺う。

１２

早川　仁美

９月４日

一括

１

子どもたちが
安全安心に学
校生活を送る
ために

２
市民主体のま
ちづくりにつ
いて

１１

山﨑　広子

９月４日

一括

１

人と人との
「つながり」
を実感できる
社会の実現に
向けて
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一般質問通告一覧表

要旨 または 小項目及び要旨
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)
大項目 中項目

(1)
若手・中堅職員の育成、評価及び
退職等の状況について

・若手・中堅職員について、市の人財育
成基本方針等に基づく育成への取組や人
事評価制度の運用状況、退職者の現状等
について問う｡

(2)
中途採用職員の配置・活用等につ
いて

・中途採用職員の経験・スキル等を考慮
した人事配置や人材活用の状況等につい
て問う。

(3)
人材育成等に関する課題と今後の
取組について

・少子高齢化や社会のデジタル化など、
著しく変化する行政ニーズに対応可能な
人材育成策等の課題と今後の取組につい
て問う｡

１３

藤本　恵祐

９月４日

一括

１

市の将来を担
う活力ある人
材の創出及び
確保について
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